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豊島区椎名町千早の家

（昭和 50 年代に撮影） 

現在は、改造されて
豊島区立熊谷守一美
術館になっている。
館長は長女の榧氏。 

守一筆「陽の死んだ日」1928 年 

48 歳、描いている自分が嫌になり

30 分で描くのをやめたという。 

守一筆「蝋燭」油画 1909 年 29 歳

の自画像 岐阜県立美術館蔵 

 

守一筆「アゲ羽蝶」油画 

1976 年（絶筆）96 歳 

熊
谷

く

ま

が

い

守
一

も

り

か

ず 

１
８
８
０
年
&
明
治
13
)
４
月
２
日
.
１
９
７
７
年
&
昭
和
52
)
８
月
１
日
3
満
97
歳
没
7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画
家
#
洋
画
・
日
本
画
・
墨
絵
*+
能
書
家
で
木
版
画
や
焼
物
の
絵
付
け
も
し
+
自
ら
チ
<
ロ
や
ヴ
?
イ
オ

リ
ン
を
奏
で
る
音
楽
愛
好
家
で
あ
L
た
N
作
曲
も
し
て
い
る
N
S
画
壇
の
仙
人
W
と
呼
ば
れ
た
が
+
本
人

は
嫌
だ
L
た
ら
し
い
N
主
に
S
二
科
展
W
に
出
品
N
画
風
は
+
写
実
画
か
ら
表
現
主
義
#
フ
o
p
ビ
ズ
ム
*

を
経
て
+
抽
象
的
具
象
画
の
S
熊
谷
様
式
W
を
確
立
し
た
N
売
り
絵
は
描
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
N 

１
８
８
０
年
&
明
治
13
)
４
月
２
日
8
岐
阜
県
中
津
川

な

か

つ

が

わ

市
付
知
町

つ
け
ち
ち
(
う

に
事
業
家
で
地
主
で
初
代
岐
阜
市
長
で
衆
議
院
議
員
の
熊
谷
孫
六

郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
`
幼
い
こ
ろ
8
父
の
二
人
の
愛
人
が
住
む
家
に
8
90
畳
の
一
人
部
屋

を
与
え
ら
れ
8
愛
人
の
家
族
ら
と
同
居
し
た
`
９
歳
に
し
て
大
人
の
す
る
こ
と
は
一
切
信
用
で
き

な
い
と
悟
�
た
と
い
う
` 

１
８
９
７
年
&
明
治
30
)
17
歳
8
上
京
し
8
慶
應
義
塾
普
通
科
に
入
学
8
１
年
ほ
ど
で
中
退
` 

１
８
９
８
年
&
明
治
31
)
18
歳
8
共
立
美
術
学
館
入
学
` 

１
９
０
０
年
&
明
治
33
)
20
歳
8
東
京
美
術
学
校
入
学
`
同
級
生
に
青
木
繁
ら
` 

１
９
０
４
年
&
明
治
37
)
24
歳
8
東
京
美
術
学
校
首
席
卒
業
後
8
研
究
科
に
３
年
` 

１
９
０
５
年
.
１
９
０
６
年
&
明
治
39
)
26
歳
8
樺
太
調
査
隊
に
参
加
` 

１
９
０
９
年
&
明
治
42
)
29
歳
8
自
画
像
¯
蝋
燭

ろ
う
そ
く

²
が
第
３
回
文
展
で
入
賞
` 

１
９
１
０
年
&
明
治
43
)
30
歳
8
母
の
死
を
き
�
か
け
に
故
郷
に
戻
り
8 

数
年
間
8
林
業
8
日
傭

ひ

よ

う

な
ど
の
力
仕
事
に
従
事
し
絵
は
ほ
と
ん
ど
描
か
な
か
�
た
` 

１
９
１
５
年
&
大
正
４
)
35
歳
8
上
京
8
第
２
回
二
科
展
に
¯
女
²
出
展
8
以
後
毎
年
二
科
展
に
出
品
`
友
人
か
ら
の
金
銭
支
援
` 

１
９
２
２
年
&
大
正
11
)
42
歳
8
大
江
秀
子
&
24
歳
)
と
結
婚
8
絵
が
描
け
な
い
日
々
が
つ
づ
く
`
貧
乏
で
日
々
の
食
事
に
も
事
欠

き
8
妻
の
質
屋
通
い
が
つ
づ
く
`
売
り
絵
を
描
く
気
持
ち
が
涌
か
な
か
�
た
ら
し
い
` 

１
９
２
３
年
&
大
正
12
)
43
歳
8
長
男
8
黄こ

う

誕
生
`
１
９
２
５
年
8
次
男
8
陽よ

う

誕
生
`
１
９
２
６
年
8
長
女
8
萬ま

ん

誕
生
` 

１
９
２
８
年
&
昭
和
３
)
48
歳
8
次
男
!
陽よ

う

#$
歳
&肺
炎
で
死
ぬ
`̄

陽
の
死
ん
だ
日
²
制
作 

１
９
２
９
年
&
昭
和
４
)
49
歳
8
二
科
技
塾
に
参
加
&
約
10
年
間
指
導
)̀

次
女
8
榧か

や

誕
生
` 

１
９
３
０
年
&
昭
和
５
)
50
歳
8
日
本
画
を
は
じ
め
る
`
１
９
３
１
年
8
三
女
8
茜

あ
か
ね

誕
生
` 

１
９
３
２
年
&
昭
和
７
)
52
歳
8
豊
島
区

と

し

ま

く

椎
名

し

い

な

町ま
ち

千
早

ち

は

や

に
妻
の
実
家
の
援
助
で
家
を
建
て
る
` 

以
後
8
こ
の
家
と
15
坪
の
小
さ
な
庭
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
ず
に
8 

家
族
8
猫
8
鳥
た
ち
と
残
り
の
生
涯
を
過
ご
す
`
60
歳
近
く 

に
な
�
て
か
ら
書
や
墨
絵
を
は
じ
め
た
`
線
と
余
白
だ
け
で 

喜
び
も
悲
し
み
も
表
現
で
き
る
+
そ
の
可
能
性
に
惹
か
れ
た 

と
い
う
`
三
女
茜
病
死
`
こ
の
間
8
各
地
で
展
覧
会
を
し
8
画
集
も
出
版
さ
れ
た
` 

１
９
４
７
年
&
昭
和
22
)
67
歳
8
二
紀
会
創
立
に
参
加
`
長
女
の
萬ま

ん

&
20
歳
)
結
核
で
死
ぬ
` 

１
９
４
８
年
&
昭
和
23
)
68
歳
8
.
55
年
8̄

ヤ
キ
バ
ノ
カ
エ
リ
²
制
作
`
M
心
O
創
刊 

１
９
５
１
年
&
昭
和
26
)
71
歳
8
二
紀
会
退
会
`
無
所
属
作
家
と
な
る
`
各
地
で
展
覧
会
開
催
` 

１
９
５
６
年
&
昭
和
31
)
76
歳
8
脳
卒
中
で
倒
れ
る
`
晩
年
の
30
年
間
全
く
外
出
せ
ず
8 

自
宅
の
庭
で
8
昆
虫
や
花
や
鳥
な
ど
を
描
き
つ
づ
け
た
` 

１
９
６
４
年
&
昭
和
39
)
84
歳
8
５
月
8
ダ
ビ
b
ト
・
エ
・
ガ
ニ
エ
ル
画
廊
&
パ
リ
)
で
個
展
` 

１
９
６
８
年
&
昭
和
43
)
88
歳
8
文
化
勲
章
を
辞
退
`
#'
(
)
以
上
人
-
来
/
0
)
/
1
困
3
4& 

１
９
７
１
年
&
昭
和
46
)
91
歳
8
随
筆
集
M
へ
た
も
絵
の
う
ち
O
刊
`
各
地
で
個
展
` 

１
９
７
２
年
&
昭
和
47
)
92
歳
8
勲
三
等
叙
勲
辞
退
`
各
地
で
展
覧
会
開
催
さ
れ
る
` 

１
９
７
６
年
&
昭
和
51
)
96
歳
8
随
筆
集
M
蒼
蠅
O
刊
`̄

ア
ゲ
羽
蝶
²&
絶
筆
)
制
作
` 

１
９
７
７
年
&
昭
和
52
)
97
歳
8
８
月
１
日
8
老
衰
と
肺
炎
の
た
め
逝
去
&
満
97
歳
) 

守一筆「ヤキバノカエリ」1948～

55年 68～75歳 岐阜県立美術館

蔵 
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¯
下
手
と
い
え
ば
ね
8

上
手
は
先
が
見
え
て
し

ま
い
ま
す
わ
`
行
き
先

も
ち
�
ん
と
わ
か
�
て

ま
す
わ
ね
`
下
手
は
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な

い
`
ス
ケ
�
ル
が
大
き

い
で
す
わ
ね
`
上
手
な

人
よ
り
は
ス
ケ
�
ル
が

大
き
い

²̀ 

¯
全
部
8
大
事
な
も
の

は
�
そ
の
ま
ま
�
で
そ

こ
ら
に
い
�
ぱ
い
あ

る
`
花
一
つ
8
蟻
一
つ
8

水
一
滴
`
そ
の
な
か
で

自
分
が
な
ん
と
小
さ
な

も
の
で
あ
る
か
8
と
² 

¯
私
は
好
き
で
絵
を
描

い
て
い
る
の
で
は
な
い

ん
で
す
`
絵
を
描
く
よ

り
遊
ん
で
い
る
の
が
8

い
ち
ば
ん
楽
し
い
ん
で

す
`
石
こ
ろ
ひ
と
つ
見

て
い
て
も
全
く
飽
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

²̀ 

¯
な
に
も
書
か
な
い
白

い
ま
ま
が
い
ち
ば
ん
美

し
い
²&
守
一
) 

¯
絵
と
い
う
も

の
の
私
の
考
え

は
も
の
の
見
方

で
す
`
ど
う
思
え

る
か
と
い
う
事

で
す
`
単
純
と
い

う
の
は
表
現
の

方
法
で
す
`
ど
う

い
う
風
に
見
た

�
て
絵
に
な
ら

な
け
れ
ば
8
形
に

な
�
て
き
ま
せ

ん
か
ら
・
・
・
私

は
写
実
だ
け
れ

ど
も
幾
ら
か
違

�
て
8
と
に
か
く

そ
れ
を
ぼ
や
ぼ

や
し
て
や
�
た

の
で
す

²̀ 

&
守
一
M
心
O 

１
９
５
５
年
) 

守一筆「豆に蟻」1958 年 78 歳 

守一筆「白猫」油画 1959 年 79 歳 

豊島区立熊谷守一美術館蔵 
守一筆「雨滴」1977 年、97 歳 

守一筆「雨滴」1961 年、81 歳 

愛知県立美術館蔵（木村定三コレクション） 

守一筆「つゆ草」1974 年 94 歳 

守一筆「鬼百合と揚羽蝶」 

守一筆「五風十雨」 

守一筆「人生無根蔕」1976 年、 

陶淵明の「雑詩」其の一か

ら、「人生無根
こん

蔕
てい

 飄
ひょう

如

陌上
はくじょう

塵・・・」 

人生は根蔕無し 飄として

陌上の塵のごとし 

守一筆「独楽」1977 年 97 歳 守一筆「ほとけさま」1973 年 

守一筆「蟻」部分 
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あ 

渡辺文子（洋画家） 

（長谷川時雨『美人

伝』大正 7 年刊より） 

中学教師時代の
八一（大正 2 年 3
月 ） そ の 巨 体 と
風貌に、新入生
が「お化けだ！」
とつぶやいた。 

1912 年頃の渡辺文子 
文子は鏑木清方の美
人画にも描かれたほ
どの美貌の女性。 

朝
顔
画
賛 

あ
か
つ
き
の
お
き
の
す
さ
み
に
筆
取
て
ゑ
が
き
し
花
の
藍
薄
か
り
き 

規 

子規筆「八一に

贈った短冊」 

渡辺文子画

「八一像」 

小泉八雲 

正岡子規 
（明治 33 年） 

坪内
つぼうち

逍 遥
しょうよう

 
八一が最も尊敬
した恩師。 

明治 41
年 ３ 月

の八一 

愛用の旅行カバン 
布・墨書 明治末から
大正にかけて使用。 
会津八一記念館蔵 

会
津
八
一

あ

い

づ

や

い

ち 

１
８
８
１
年
&
明
治
14
)
８
月
１
日
.
１
９
５
６
年
&
昭
和
31
)
11
月
21
日
&
満
75
歳
没
) 

 
 
 
 
 
 
 
 

歌
人
・
美
術
史
家
・
書
家 

号
は
秋
艸

し
.
う
そ
う

道
人

ど
う
じ
ん

+
渾こ

ん

斎さ
い

N
青
年
時
代
に
は
+
八
朔

は
7
さ
く

+
八
朔
郎
と
号
し
た
N 

歌
の
弟
子
に
歌
人
の
吉
野
秀
雄
が
い
る
N
新
潟
市
古
町
通
五
番
町
に
遊
廓
會
津
屋
を
営
む
父
・
政
次
郎
と
母
・

イ
ク
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
N
兄
１
人
+
妹
４
人
+
弟
１
人
N
早
熟
で
+
中
学
の
頃
よ
り
Ô
万
葉
集
Ø
や

良
寛
の
歌
に
親
し
ん
だ
NS
書
き
方
の
時
間
と
い
ふ
も
の
程
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
か
L
た
W
と
回
顧
す
N 

八
一
の
学
齢
期
の
明
治
20
年
代
+S
硬
筆
W
が
学
童
教
育
の
場
に
登
場
+
筆
記
用
具
+
毛
筆
か
ら
硬
筆
へ
N 

１
８
９
９
年
&
明
治
32
)
18
歳
8
こ
の
頃
か
ら
¯
ほ
と
ゝ
ぎ
す
²
に
俳
句
を
投
稿
し
8
俳
句
・
俳
論
&M
蛙
面
房
俳
話
O)
を
¯
東
北

日
報
²
に
投
稿
す
る
`
新
潟
で
8
来
遊
し
た
尾
崎
紅
葉
と
会
い
8
坪
内
逍
遥
の
講
演
を
聴
く
` 

短
冊
に
短
歌
や
俳
句
を
書
く
必
要
か
ら
書
の
道
に
入
�
て
ゆ
く
` 

１
９
０
０
年
&
明
治
33
)
19
歳
8
３
月
8
新
潟
県
立
尋
常
中
学
卒
業
8
上
京
`
６
月
8
根
岸
に
子
規
を
訪
ね
良
寛
を
紹
介
8
子
規
は

短
冊
を
揮
毫
し
八
一
に
贈
�
た
`
八
一
は
帰
郷
後
に
M
僧
良
寛
歌
集
全
O
を
子
規
に
贈
る
`
子
規

は
¯
筆
蹟
を
見
る
に
絶
倫
な
り
8
歌
は
書
に
劣
れ
ど
も
万
葉
を
学
び
て
俗
気
な
し
²
と
日
記
に
記

し
た
`
こ
れ
が
子
規
と
の
最
初
で
最
後
の
面
会
だ
�
た
`
八
一
は
子
規
か
ら
俳
句
8
和
歌
8
漢
詩

に
つ
い
て
教
わ
り
8
子
規
の
俳
句
革
新
の
影
響
を
う
け
8
以
後
句
作
に
熱
中
`
７
月
脚
気
で
帰
郷
`

８
月
8
小
学
校
令
施
行
規
則
改
正
8
平
仮
名
の
字
体
が
一
音
一
字
に
統
一
8
変
体
仮
名
誕
生
` 

     

１
９
０
１
年
&
明
治
34
)
20
歳
8̄

東
北
日
報
²̄

新
潟
新
聞
²
の
俳
句
選
者
と
な
る
`
俳
句
結
社
¯
木
枯
会
²
を
起
こ
し
8 

M
北
越
十
句
集
O
回
覧
`
同
人
誌
M
若
菜
舟
O
を
出
す
` 

１
９
０
２
年
&
明
治
35
)
21
歳
8
４
月
8
東
京
専
門
学
校
高
等
予
科
&
現
・
早
稲
田
大
学
)
に
入
学
` 

篆
刻
家
山
田
寒
山
を
尋
ね
る
`
子
規

し

き

没
&
満
34
歳
) 

１
９
０
３
年
&
明
治
36
)
22
歳
8
９
月
8
早
稲
田
大
学
文
学
科
に
入
学
`
坪
内
逍
遥
に
傾
倒
す
る
` 

１
９
０
４
年
&
明
治
37
)
23
歳
8
早
大
で
ラ
フ
カ
デ
3
オ
・
ハ
�
ン
か
ら
バ
イ
ロ
ン
8
シ
:
リ
�
8 

キ
�
ツ
ら
ロ
マ
ン
派
の
詩
や
英
文
学
史
を
学
ぶ
`
日
露
戦
争
勃
発 

１
９
０
６
年
&
明
治
39
)
25
歳
8
７
月
8
早
稲
田
大
学
英
文
科
卒
業
`
こ
の
頃
渡
辺
文
子

ふ

み

こ

と
出
会
う
` 

文
子
は
八
一
の
従
妹
の
周
子

し
<
う
こ

&
叔
父
友
次
郎
の
娘
)
と
女
子
美
術
学
校
の
同
級
生
` 

八
一
は
周
子
の
紹
介
で
文
子
と
知
り
合
い
8
文
子
と
相
思
相
愛
と
な
�
た
よ
う
に
見
え
た
` 

こ
の
頃
8
多
く
の
俳
句
8
俳
論
を
書
く
`
こ
の
頃
か
ら
意
識
し
て
書
の
修
練
に
励
む
` 

９
月
8
私
立
有ゆ

う

恒こ
う

学
舎

が
く
し
$

&
現
・
新
潟
県
立
有ゆ

う

恒こ
う

高
等
学
校
)
に
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
` 

１
９
０
７
年
&
明
治
40
)
26
歳
8
４
月
8̄

新
潟
新
聞
²
俳
句
選
者
と
な
る
`
一
茶
の
研
究
`
こ
の
頃
文
子
に
求
婚
し
失
恋
か
？ 

１
９
０
８
年
&
明
治
41
)
27
歳
8
２
月
8
一
茶
の
¯
六
番
日
記
²
を
発
見
す
る
`
８
月
+
は
じ
め
て
の
奈
良
旅
行
N
奈
良
の
仏
教
美

術
に
関
心
を
持
つ
8
こ
の
旅
が
俳
句
か
ら
短
歌
へ
移
る
き
�
か
け
と
な
�
た
`
八
一
の
新
し
い
芸

術
的
・
学
問
的
出
発
点
`
９
月
8
新
潟
市
大
火
で
家
運
傾
く
`
深
酒
で
健
康
を
害
す
る
` 

１
９
０
９
年
&
明
治
42
)
28
歳
8
俳
句
仲
間
と
玻
璃

は

り

吟
社
を
起
こ
す
`
渡
辺
文
子
8
与
平
と
結
婚
`
六
朝
書

り
く
ち
(
う
し
(

ブ
�
ム 

１
９
１
０
年
&
明
治
43
)
29
歳
8
４
月
8
碌
山

ろ
く
ざ
ん

没
&
満
30
歳
)
８
月
8
有
恒
学
舎
を
辞
し
8 

９
月
8
上
京
し
早
稲
田
中
学
校
の
英
語
教
師
と
な
る
` 

秋
8
早
稲
田
大
学
文
学
会
で
一
茶
の
研
究
を
講
演
` 

12
月
8
郷
土
研
究
会
に
参
加
`
郷
土
玩
具
収
集
に
熱
中
` 

１
９
１
１
年
&
明
治
44
)
30
歳
8
健
康
を
害
す
る
`
８
月
8
房
総
地
方
に
静
養
旅
行
` 

１
９
１
２
年
&
明
治
45
年
／
大
正
元
年
)
31
歳
8
７
月
8
腎
臓
炎
で
入
院
`
こ
の
頃
8 

字
が
上
手
い
と
評
判
に
な
る
`
渡
辺
与
平
没(

24
歳)

 

文
子
に
求
婚
す
る
も
再
び
失
恋
`̄

龍
眠
会
²
結
成 
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八
一
筆
$
学
規
' 

 

学
規 

 

一
+
ふ
か
く
こ

の
生
を
愛

す
べ
し 

一
+
か
へ
り
み

て
己
を
知

る
べ
し 

一
+
学
藝
を
以

て
性
を
養

ふ
べ
し 

一
+
日
々
新
面

目
あ
る
べ

し 
 

秋
艸
道
人 

S
秋
艸
堂
は
我
が
別
号
な
り
+
学
規

は
吾
+
率
先
し
て
躬
行
し
範
を
諸
生

に
示
さ
ん
こ
と
を
期
す
N
主
張
こ
の

内
に
あ
り
+
同
情
こ
の
内
に
あ
り
+

反
抗
ま
た
こ
の
内
に
あ
り
W#S
新
潟

新
聞
W
に
寄
せ
た
S
落
日
菴
消
息
W

か
ら
* 

 
大正 7 年 12 月の八一 

 

溪
路
烟
消
江
月
出 

草
堂
門
掩
海
濤
深 

九
霞
&
溪
路
烟も

や

消
え
て
江
月
出
づ 

草
堂
門
掩と

ざ

し
て
海
濤
深
し 

九
霞
) 

池大雅筆 紙本墨書 襖装 

132.4×58.6 ㎝ 自性寺蔵 

大
正
10
年
11
月
16
日
8
八
一
は
8
ひ
と
り
東
京
を
発
ち
8
大
阪
か
ら
海
路
で
大
分
に
渡
り
8
中
津
の
大
雅
堂
&
大
分
県
中
津
市
新
魚

町
の
自
性
寺
内
)8
臼
杵

う

す

き

の
石
仏
群
な
ど
を
調
査
し
太
宰
府
か
ら
熊
本
8
長
崎
8
安
芸
の
宮
島
8
尾
道
を
経
て
帰
京
`
明
け
て
大
正
11
年

１
月
8
ふ
た
た
び
奈
良
か
ら
高
知
8
宿
毛

す

く

も

か
ら
臼
杵
へ
渡
り
8
石
仏
を
調
査
し
8
２
月
18
日
帰
京
8
こ
の
8
大
正
10
年
か
ら
11
年
に
か

け
て
百
日
に
及
ぶ
旅
に
よ
�
て
8̄

放
浪
唫ぎ

ん

草そ
う

²
が
生
ま
れ
8
大
自
然
や
古
代
美
術
の
お
お
ら
か
な
心
に
ふ
れ
8
苦
悩
や
腎
臓
障
害
な
ど

か
ら
も
解
放
さ
れ
た
が
8
何
よ
り
も
大
き
な
出
来
事
は
自
性
寺
で
池
大
雅
の
作
品
に
出
合
い
8
書
家
と
し
て
自
信
を
持
L
た
こ
と
で
あ
�

た
` １

９
１
３
年
&
大
正
２
)
32
歳
8
10
月
8
早
稲
田
大
学
英
文
科
講
師
を
兼
任
`
最
初
の
¯
潤
規
²
を
書
く
` 

１
９
１
４
年
&
大
正
３
)
33
歳
8
東
京
小
石
川
区
高
田
豊
川
町
に
転
居
し
8
家
を
8 

¯
落
日
庵
²̄

秋
艸
堂

し
<
う
そ
う
ど
う

²̄

翠す
い

漣
亭

れ
ん
て
い

²
と
称
す
る
` 

８
月
8̄

学が
く

規き

²
四
則
を
定
め
る
` 

¯
拙
居
家
塾
の
塾
生
の
為
め
に
定
め
し
も
の
² 

と
注
記
`
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
8 

11
月
8
自
宅
で
ギ
リ
シ
»
古
代
研
究
の
講
義 

を
は
じ
め
る
`
学
童
用
鉛
筆
全
国
的
に
普
及 

１
９
１
５
年
&
大
正
４
)
34
歳
8
腎
臓
を
病
み
8
房
総
地
方
で
静
養
` 

１
９
１
６
年
&
大
正
５
)
35
歳
8
中
村
屋
の
相
馬
夫
妻
と
知
り
合
う
` 

八
一
は
8
早
稲
田
中
学
校
学
生
で
あ
�
た 

相
馬
夫
妻
の
長
男
安
雄
を
落
第
さ
せ
た
8 

い
さ
ぎ
よ
く
落
第
さ
せ
た
こ
と
を
徳
と
し
て
8 

八
一
に
お
礼
を
言
う
た
め
相
馬
夫
妻
が
八
一
を
訪
ね
て
来
た
`
こ
の
事
が
交
友
の
始
ま
り
ら
し
い
`

中
村
屋
の
看
板
や
包
装
紙
に
八
一
の
書
が
残
�
て
い
る
`
漱
石

そ
う
せ
き

没
&
満
49
歳
) 

１
９
１
８
年
&
大
正
７
)
37
歳
8
３
月
8
早
稲
田
中
学
教
頭
と
な
る
`
文
子
8
亀
高

か
め
た
か

五
一
と
再
婚
` 

１
９
１
９
年
&
大
正
８
)
38
歳
8
豊
川
町
の
別
の
家
に
転
居
`
文
子
8̄

朱
葉
会
²
創
立
に
参
加
`
文
部
大
臣
が
毛
筆
廃
止
論 

１
９
２
０
年
&
大
正
９
)
39
歳
8
９
月
8
日
本
希
臘

ぎ
り
し
I

学
会
を
創
立
8
会
長
と
な
る
`
奈
良
各
地
を
歩
く
`̄

潤
規
²
を
書
く
` 

１
９
２
１
年
&
大
正
10
)
40
歳
8
教
頭
排
斥
運
動
起
こ
る
`
静
養
と
旅
に
明
け
暮
れ
る
`
西
国
放
浪
`
写
真
家
8
小
川
晴
暘

せ
い
よ
う

と
邂
逅
` 

                       

 

池大雅画「海濤湧
かいとうよう

深図
し ん ず

」紙本墨書 襖装 130×52.1 ㎝ 

自性寺蔵 
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S
乗
松
風
兮
鼓
瑤
琴
W 

松
風
に
乗
じ
瑤
琴
を
鼓
す 

下落合の秋艸堂 

池大雅筆「徐渭
じ ょ い

・水仙
すいせん

蘭
らん

詩
し

」 

紙本墨書 襖装 133×58.2 ㎝ 

自性寺蔵 

池大雅筆「李
り

白
はく

・鳴
めい

皐歌句
こ う か く

」 

紙本墨書・襖装 130×53 ㎝ 

自性寺蔵 

銭痩
せんそう

鉄
てつ

画「落合山荘」 

池大雅画「蟠
ばん

幹
かん

香
こう

雪図
せ つ ず

」紙本墨画 襖装 

132×58 ㎝ 自性寺蔵 

¯
自
己
が
書
家
と
し
て
開
眼
し
8

そ
の
独
自
性
の
自
信
を
得
た
の

は
8
こ
の
自
性
寺
の
大
雅
と
の
出

会
い
の
と
き
か
ら
で
あ
る
² 

(
植
田
重
雄
-
秋
艸
道
人
会
津
八
一
の

生
涯
7
8 

 

池
大
雅
に
感
激
し
た
八
一
は

¯
自
性
寺
の
大
雅
堂
に
て
²
４
首

を
詠
ん
だ
` 

 

む
か
し
び
と 

こ
こ
ろ
ゆ
ら
ら
に 

も
の
か
き
し 

ふ
す
ま
に
た
て
ば 

な
み
だ
な
が
る
る 

 

い
に
し
へ
の 

く
し
き
ゑ
だ
く
み 

お
ほ
か
れ
ど 

き
み
が
ご
と
き
は 

わ
が
こ
ひ
や
ま
ず 

 

な
ほ
ざ
り
に 

ゑ
が
き
し
ら
ん
の 

ふ
で
に
み
る 

た
た
み
の
あ
と
の 

な
つ
か
し
き
か
な 

 

い
に
し
へ
の 

ひ
と
に
あ
り
せ
ば 

も
ろ
と
も
に 

も
の
い
は
ま
し
を 

も
の
か
か
ま
し
を 

中津・自性寺の大雅堂 

し
げ
り
た
つ 

か
し
の
こ
の
ま
の 

あ
お
ぞ
ら
を 

な
が
る
る
く
も
の 

や
む
と
き
も
な
し 

八
一 

 

八
一
は
8
音
楽
と
と
も
に
美
術
教
育
に
も
熱
心
で
あ
�
た
`
彼
は
8
早
稲
田
中
学
の
美

育
部
の
伝
統
を
守
�
た
と
い
う
`
こ
の
美
育
部
か
ら
は
中
村
彝

な
か
む
ら
つ
ね

8
萬
鉄
五
郎

よ
ろ
ず
て
つ
ご
ろ
う

8
曾
宮
一
念
8

内
田
巌
8
小
泉
清
ら
が
育
�
た
` 

八
一
は
+ 

S
絵
を
描
く
事
は
心
の
中
か
ら
の
止
む
べ
か
ら
ざ
る
要
求
を
本
に
し
て
我
々
の
行
ふ
修

養
の
一
つ
W
と
説
い
た
N 

 

10
月
8
ふ
た
た
び
奈
良
を
旅
し
8
多
く
の
歌
を
詠
む
`
小
川
晴
暘

せ
い
よ
う

8
飛
鳥
園
を
創
業
` 

 

臼杵の石仏 

                           

１
９
２
２
年
&
大
正
11
)
41
歳
8
新
年
か
ら
奈
良
8
四
国
8
九
州
を
旅
す
る
` 

７
月
8
早
稲
田
中
学
教
頭
を
辞
任
8
一
教
員
と
な
る
` 

８
月
8
東
京
郊
外
の
落
合
村
に
転
居
&
落
合
秋
艸
堂
)̀

 

市
島
春
城
の
好
意
で
落
合
春
艸
堂
に
暮
ら
す
よ
う
に 

な
り
8
健
康
も
回
復
し
8
学
芸
に
専
念
し
8
訪
問
客 

も
ふ
え
る
`
こ
の
頃
か
ら
羊
毛
筆
の
使
用
が
多
く
な
る
` 

         

S
自
従
生
長
到
如
今 

烟
火
何
曾
着
一
分 

湘
水
湘
波
接
巫
峡 

肯
従
峯
上
作
行
雲 

 

徐
文
長
W
生
長
よ
り
如
今
に
到
�
て 

烟
火
8
何
ぞ
曾
て
一
分
を
着
け
ん
`
湘
水
湘
波
8

巫
峡
&
ふ
き
/
う
)
に
接
す
`
肯
え
て
峯
上
に
従
�
て
行
雲
と
作
&
な
)
ら
ん
`
徐
文
長 
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八一筆・豆本「大正十年十月また奈良の旧都にあそびてよめる歌のなかにて」部分 天地 9 ㎝ 

八一の歌は、「調べ大きく、荘重で、仏像や寺院への純粋な讃仰の心が貫かれている」（来嶋靖生氏） 

「南京新唱」 
装幀・八一 

漢字仮名交

じり表記 

法隆寺・夢殿・救世
く ぜ

観音
かんのん

像 

唐招提寺・金堂の柱 

『室生寺大観』 

唐招提寺で（昭和 5 年）

絵付けしている八一 

 

八一の「揮毫規定（潤筆規定）」 
色紙・短冊など 1枚、金 50円、半
切 1 枚、金 150 円などと書かれて
いる。（これは昭和 20 年のもの） 

春日山石窟にて（大正 11 年 1 月） 

か
す
が
の
に 

お
し
て
る
つ
き
の 

ほ
が
ら
か
に 

あ
き
の
ゆ
ふ
べ
と 

な
り
に
け
る
か
も
#
春
日
野
に
て
* 

 
お
ほ
て
ら
の 

ま
ろ
き
は
し
ら
の 

つ
き
か
げ
を 

つ
ち
に
ふ
み
つ
つ 

も
の
を
こ
そ
お
も
へ
&
唐
招
提
寺
に
て
) 

 

し
ぐ
れ
ふ
る 

の
ず
ゑ
の
む
ら
の 

こ
の
ま
よ
り 

み
い
で
て
う
れ
し 

や
く
し
じ
の
た
ふ
#
薬
師
寺
* 

 

あ
め
つ
ち
に 

わ
れ
ひ
と
り
ゐ
て 

た
つ
ご
と
き 

こ
の
さ
び
し
さ
を 

き
み
は
ほ
ほ
ゑ
む
&
法
隆
寺
・
夢
殿
救
世
観
音
に
) 

       

１
９
２
３
年
&
大
正
12
)
42
歳
8
３
月
8
日
本
希
臘

ぎ
り
し
I

学
会
を
解
消
し
8 

奈
良
美
術
研
究
会
を
創
立
8
会
長
に
`
８
月
8
室
生
寺
の 

撮
影
取
材
開
始
`
関
東
大
震
災 

12
月
8
中
村
彝
に
面
会
` 

１
９
２
４
年
&
大
正
13
)
43
歳
8
１
月
8
奈
良
へ
旅
す
る
`
12
月
8
中
村
彝つ

ね

没
&
37
歳
) 

11
月
8Ô
室
生
寺

む

ろ

う

じ

大
観
Ø
刊
行
` 

12
月
8
第
一
歌
集
Ô
南
京

な
ん
き
<
う

新
唱

し
ん
し
<
う

Ø&
春
陽
堂
)
刊
行
` 

歌
人
と
し
て
無
名
に
近
い
八
一
の
第
一
歌
集
は
8
ほ
と
ん
ど
反
響 

は
な
か
�
た
が
8
斎
藤
茂
吉
や
8
後
年
唯
一
の
歌
の
弟
子
と 

八
一
が
認
め
た
吉
野
秀
雄
ら
は
八
一
の
歌
を
評
価
し
た
` 

１
９
２
５
年
&
大
正
14
)
44
歳
8
３
月
8
奈
良
か
ら
吉
野
を
旅
す
る
` 

早
稲
田
中
学
校
を
辞
す
` 

４
月
8
早
稲
田
大
学
付
属
高
等
学
院
教
授
と
な
る
` 

11
月
8
奈
良
を
旅
す
る
` 

１
９
２
６
年
&
大
正
15
／
昭
和
元
年
)
45
歳
8
３
月
8
奈
良
旅
行
` 

４
月
8
早
稲
田
大
学
文
学
部
講
師
と
な
り
東
洋
美
術
史
を
担
当
` 

１
９
２
７
年
&
昭
和
２
)
46
歳
8
１
月
8S
潤
規
W&
作
品
の
価
格
表
と
規
定
)
を
つ
く
る
` 

１
９
２
８
年
&
昭
和
３
)
47
歳
8
新
潟
に
父
の
病
気
を
見
舞
う
` 

６
月
8M
奈
良
美
術
史
料
推
古
篇
O&
武
蔵
野
書
院
)
刊
行
` 

10
月
8
奈
良
の
旅
` 

１
９
２
９
年
&
昭
和
４
)
48
歳
8
１
月
8
奈
良
の
旅
` 

４
月
8
古
美
術
研
究
誌
M
東
洋
美
術
O
創
刊
`
６
月
１
日
8
父
死
去
&
76
歳
) 

夏
8̄

壺
中
居
²
を
揮
毫
`
銭
痩

せ
ん
そ
う

鉄て
つ

来
日
8
10
月
8
秋
艸
堂
に
来
訪
` 

１
９
３
０
年
&
昭
和
５
)
49
歳
8
１
月
8
早
稲
田
大
学
東
洋
美
術
史
学
会
を
創
立
8
会
長
と
な
る
` 

11
月
8
長
野
県
東
筑
摩
郡
朝
日
小
学
校
で
¯
推
古
時
代
美
術
の
研
究
²
を
講
演
` 
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S
本
集
の
歌
は
通
巻
殆
ど
仮

名
を
も
L
て
綴
れ
り
・
・
・
W

#Ô
鹿
鳴
集
Ø
例
言
* 

S
仮
名
の
み
に
て
記
し
て
も
+

尚
ほ
人
の
た
や
す
く
理
解
し

く
る
る
如
き
歌
作
ら
ば
や
と
+

己
を
鞭
ち
つ
つ
あ
る
W#Ô
会
津

八
一
全
歌
集
Ø
例
言
* 

S
八
一
の
歌
は
+
他
の

歌
人
に
な
い
流
麗
な

調
べ
を
も
L
て
い
る
N

そ
れ
は
口
に
吟
じ
+
毛

筆
を
と
L
て
書
に
記

す
と
い
う
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
N
歌
は

歌
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
い
う
信
念
が
あ

り
+
そ
の
表
記
じ
た

い
+
意
味
に
依
存
し
が

ち
な
近
代
短
歌
へ
の

批
判
を
内
包
す
る
も

の
な
の
で
あ
る
NW 

#
来
嶋
靖
生
氏
* 

 

八
一
は
+
戦
争
と
は

無
関
係
に
+
自
己
の
学

問
と
創
作
に
打
ち
込

ん
で
い
た
N 

昭
和
18
年
秋
+
学
徒

徴
兵
猶
予
が
停
止
さ

れ
+
同
年
12
月
か
ら
学

徒
動
員
が
行
わ
れ
+
続

け
て
き
た
学
生
た
ち

と
の
奈
良
の
見
学
旅

行
も
+
こ
の
年
が
最
後

と
な
L
た
N 

か
す
が
の
の 

こ

ぬ
れ
の
も
み
ぢ 

も

え
い
で
よ 

ま
た
か

へ
ら
じ
と 

ひ
と
の

ゆ
く
ひ
を 

八
一 

#
入
営
す
る
学
生
の

た
め
に
詠
ん
だ
歌
* 

目白文化村秋

艸堂にて 

昭和 10 年 7 月 
高橋きい子 

昭和 10年 7月 

『鹿鳴集』本扉
ほんとびら

 

全首平仮名表記 

八一筆「及其至也・不亦樂哉」楹聯
えいれん

 昭和 16 年

（1941）、春吉田憲一郎刻 會津八一記念館蔵 

其の至るに及ぶや、亦た楽しからずや 秋艸道人題 

『渾斎随筆』 

１
９
３
１
年
&
昭
和
６
)
50
歳
8
２
月
8
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
` 

８
月
8
奈
良
を
旅
す
る
` 

９
月
8
満
州
事
変
勃
発 

頽
廃
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
倦
む 

11
月
8
奈
良
8
神
戸
を
旅
す
る
` 

１
９
３
３
年
&
昭
和
８
)
52
歳
8
５
月
8M
法
隆
寺
法
起
寺
法
輪
寺
建
立
年
代
の
研
究
O
刊
行
` 

11
月
8
私
家
版
歌
集
Ô
南
京
余
唱
Ø
刊
行
`
作
歌
に
心
開
く 

こ
の
年
か
ら
高
橋
き
い
子
が
家
事
を
み
る
`
書
道
に
心
開
く 

１
９
３
４
年
&
昭
和
９
)
53
歳
8
４
月
8
私
家
版
歌
集
Ô
村
荘
雑
事
Ø
を
自
筆
の
書
で
刊
行
` 

７
月
8
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
` 

10
月
8
早
稲
田
大
学
恩
賜
記
念
館
に
東
洋
美
術
史
研
究
室
を
設
置
` 

１
９
３
５
年
&
昭
和
10
)
54
歳
8
２
月
8
逍
遥

し
(
う
よ
う

没
` 

７
月
8
東
京
市
淀
橋
区
下
落
合
に
転
居
&
通
称
目
白
文
化
村
) 

斎
号
を
滋
樹
園
8
翠
漣
亭
と
称
す
`
木
曜
会
誕
生
` 

１
９
３
７
年
&
昭
和
12
)
56
歳
8
２
月
8
熱
海
に
¯
逍
遥
先
生
筆
塚
²
の
碑
を
建
立
` 

７
月
8
日
中
戦
争
勃
発 

１
９
３
８
年
&
昭
和
13
)
57
歳
8
４
月
8
早
稲
田
大
学
文
学
部
に
芸
術
学
専
攻
科
設
置
8 

主
任
教
授
と
な
る
`
改
造
社
の
M
新
万
葉
集
O
巻
四
に
短
歌
を
掲
載
` 

10
月
8
学
生
引
率
で
奈
良
地
方
を
旅
行
8
昭
和
18
年
ま
で
毎
年
行
う
` 

１
９
４
０
年
&
昭
和
15
)
59
歳
8
５
月
8
歌
集
Ô
鹿
鳴
集

ろ
く
め
い
し
.
う

Ø
刊
行
&
祖
国
の
真
の
美
し
さ
を
知
る
た
め
の 

必
読
書
と
さ
れ
た
ら
し
い
`
こ
れ
は
M
南
京
新
唱
OM
南
京
余
唱
O 

な
ど
に
そ
の
後
の
歌
を
加
え
編
集
さ
れ
た
`
第
一
歌
集
M
南
京
新
唱
O 

の
と
き
と
ち
が
�
て
8
大
好
評
で
多
く
の
讃
辞
が
寄
せ
ら
れ
た

)̀ 

12
月
8
母
死
去
&
79
歳
)̀

 

１
９
４
１
年
&
昭
和
16
)
60
歳
8
５
月
8
銀
座
鳩
居
堂
で
還
暦
記
念
書
画
展
開
催
&
40
余
点
完
売
)̀

 

８
月
8
書
画
図
録
M
渾こ

ん

斎さ
い

近き
ん

墨ぼ
く

O
刊
行
`̄

潤
規
²
を
つ
く
る
` 

12
月
8
太
平
洋
戦
争
勃
発 

 

         

 

１
９
４
２
年
&
昭
和
17
)
61
歳
8
４
月
8
新
薬
師
寺
に
歌
碑
第
一
号
¯
ち
か
づ
き
て
²
建
立
` 

10
月
8Ô
渾
斎
随
筆
Ø
刊
行
` 

１
９
４
３
年
&
昭
和
18
)
62
歳
8
３
月
8
東
大
寺
大
仏
讃
歌
十
首
を
献
ず
る
た
め
奈
良
に
行
く
` 

10
月
8
春
日
大
社
境
内
に
¯
か
す
が
の
に
²
の
歌
碑
建
立
` 

11
月
8
学
生
を
引
率
し
て
奈
良
見
学
中
8
高
野
山
で
発
熱
8 

定
宿
で
あ
る
日
吉
館
で
静
養
8
帰
京
後
肺
炎
に
な
り
8
中
耳
炎
を
併
発
8
数
�
月
間
病
臥
` 
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八一筆「般若心経」の一節 昭和 18 年 7 月 10 日 

戦
争
末
期
な
の
に
8
八
一
は
現
実
離
れ
し
た
詩
文
を
揮
毫
し
て
い
る
` 

こ
の
よ
う
な
表
現
世
界
を
¯
沈
鬱
蕭
散

ち
ん
う
つ
し
(
う
さ
ん

²
と
い
う
の
か
` 

ま
ち
ゆ
け
ば 

ば
う
く
う
が
う
の 

あ
げ
つ
ち
に 

 

を
ぐ
さ
あ
を
め
り 

あ
め
の
い
と
ま
を 

八
一 

わ
が
や
ど
の 

か
べ
の
ふ
る
ぶ
み 

く
れ
な
ゐ
に 

も
え
な
む
さ
ま
を 

お
も
ふ
こ
の
こ
ろ 

八
一 

ひ
と
も
と
の 

か
さ
つ
ゑ
つ
き
て 

あ
か
き
ひ
に 

も
え
た
つ
や
ど
を 

の
が
れ
け
る
か
も 

八
一 

¯
歌
ご
こ
ろ
が
8
あ
り
の
ま
ま
に
現
れ
て
居
る
か
居
ら
ぬ
か
8
を
書
の
良
し

悪
し
の
判
定
の
基
準
と
し
て
い
る
・
・
・
²&
疋
田
寛
吉
氏
) 

 

閒し
ず

か
に
華
頂
の
上
に
游
べ
ば 

日
朗
ら
か
に
昼
光
輝
く 

四
顧
す
れ
ば
晴
空
の
裏 

白
雲
鶴
と
同と

も

に
飛
ぶ 

寒
山
詩 

秋
艸
道
人 

 

観音堂全景 

八一筆「寒山詩」 

『山鳩』２種 4頁の和綴じ本 

八一筆「童馬山房」昭和 20 年 

「童馬山房」は斎藤茂吉居
宅の斎号。八一が茂吉邸を
訪問した際に揮毫したうち
の 1 枚。八一は昭和 20 年 4
月、茂吉と初対面し、防空壕
で酒を酌み交したという。 

                 

１
９
４
４
年
&
昭
和
19
)
63
歳
8
２
月
8
高
橋
き
い
子
を
養
女
と
す
る
` 

９
月
8
歌
集
Ô
山
光
集
Ø
刊
行
` 

１
９
４
５
年
&
昭
和
20
)
64
歳
8
３
月
10
日
8
東
京
大
空
襲 

４
月
14
日
8
空
襲
に
よ
り
滋
樹
園
全
焼
` 

15
日
8
早
稲
田
大
学
教
授
を
辞
任
`
30
日
8
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
西
条
の
丹
呉
家
へ
疎
開 

し
た
が
8
数
�
月
後
8
き
い
子
の
結
核
が
悪
化
し
!
感
染
7
恐
)
/
!
八
一
1
;
<
子
>
>
?
@
! 

村
は
ず
れ
の
観
音
堂
に
移
り
住
ん
だ
`
障
子
に
紙
が
な
い
よ
う
な
部
屋
で
!
家
事
一
切
7
八
一
- 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
�
た
`
４
月
8
斎
藤
茂
吉
と
初
め
て
対
面
す
る
` 

７
月
10
日
8
観
音
堂
で
き
い
子
病
死
&
33
歳
)̀
¯
山
鳩
²̄

観
音
堂
²
を
詠
む
` 

や
ま
ば
と
の 

と
よ
も
す
や
ど
の 

し
づ
も
り
に 

な
れ
は
も
ゆ
く
か 

ね
む
る
ご
と
く
に 

あ
ひ
し
れ
る 

ひ
と
な
き
さ
と
に 

や
み
ふ
し
て 

い
く
ひ
き
き
け
む 

や
ま
ば
と
の
こ
ゑ 

ひ
と
の
よ
に 

ひ
と
な
き
ご
と
く 

た
か
ぶ
れ
る 

ま
づ
し
き
わ
れ
を 

ま
も
り
こ
し
か
も 

か
な
し
み
て 

い
づ
れ
ば
の
き
の 

し
げ
り
は
に 

た
ま
た
ま
あ
か
き 

せ
き
り
う
の
は
な 

八
一
は
8
こ
れ
ら
の
歌
と
¯
観
音
堂
²̄

柴
売
²
を
合
わ
せ
て
M
山
鳩
O
と
題
し
8 

き
い
子
の
百
か
日
に
知
人
に
配
布
し
た
 ̀

S
潤
規
W
を
つ
く
る
N
８
月
8
終
戦 

10
月
8
京
都
8
奈
良
に
旅
す
る
`
11
月
8
新
潟
市
内
大
和
百
貨
店
で
個
展
開
催
` 

こ
の
頃
か
ら
揮
毫
に
全
力
を
傾
け
+
以
後
+
書
三
昧
の
生
活
に
入
る
N 

学
問
と
名
声
を
利
用
し
て
書
画
の
個
展
を
開
催
し
8
書
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
�
た
` 

12
月
8
私
家
版
歌
集
Ô
山
鳩
Ø
刊
行
` 
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北方文化博物館新潟分館（八一終焉の地） 

会津蘭子（宮城
道雄門下で琴を
よくした人） 

『寒燈集』昭和

19年 6月以後の

212首を収録。 
八一筆「秋艸堂

しゅうそうどう

」扁額 昭和 22，3 年 33×87.58 ㎝ 新潟市會津八一記念館蔵 

八一筆「桂花露香」軸 34.9×66.6 ㎝ 早稲田大学図書館蔵 

桂
けい

花
か

は露
つゆ

も香
かんば

し（禅語）桂花とはモクセイのこと。 

く
わ
ん
お
ん
の 

だ
う
の
い
た
ま
に 

か
み
し
き
て 

う
ど
ん
の
か
び
を 

ひ
と
り
ほ
し
を
り 

八
一 

八一筆「獨往
どくおう

」軸、昭和 20 年代 28.5×57.5 ㎝ 新潟市會津八一記念館蔵 

八一筆「涵之如海、養之如春」 

126×31.8 ㎝ 早大図書館蔵 

之こ

れ
を
涵ひ

た

す
こ
と
海
の
如ご

と

し 

之
れ
を
養
う
こ
と
春
の
如
し 

秋
艸
道
人 

#Ô
漢
書
Ø
よ
り
* 

八一筆 半切 昭和 25 年頃 

大き后は光明皇后のこと。 

ふ
ぢ
は
ら
の 

お
ほ
き
き
さ
き
を 

う
つ
し
み
に 

あ
ひ
み
る
ご
と
く 

あ
か
き
く
ち
び
る 

法
華
寺
に
て
よ
め
る 

秋
艸
道
人 

１
９
４
６
年
&
昭
和
21
)
65
歳
8
３
月
8
京
都
大
丸
に
て
個
展
開
催
` 

５
月
8̄

夕
刊
ニ
ヒ
ガ
タ
²
創
刊
さ
れ
8
同
社
社
長
に
就
任
` 

７
月
8
伊
藤
文
吉
別
邸
&
現
・
北
方

ほ
Q
ぽ
う

文
化

ぶ

ん

か

博
物
館
新
潟
分
館
) 

内
の
洋
館
に
転
居
`
こ
こ
を
¯
南
浜
・
秋
艸
堂
²
と
呼
び
8 

永
眠
す
る
ま
で
暮
ら
し
た
`
中
山
蘭
子
が
家
事
を
み
る
` 

１
９
４
７
年
&
昭
和
22
)
66
歳
8
４
月
8
歌
集
Ô
寒
燈
集
Ø
刊
行
`̄

書
道
に
つ
い
て
²
講
演
` 

５
月
8M
遊
神
帖
O
刊
行
`̄

い
ろ
は
²8̄

あ
い
う
え
お
²
に
` 

６
月
8
新
潟
の
小
林
百
貨
店
で
近
作
書
画
展
開
催
` 
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八一、昭和 25年、自宅で 

撮影：土門拳 

八一筆「林下十年夢 湖邉一笑新」1949 年 11 月、中村屋蔵 

新宿中村屋での書画個展出品作。『禅林語句集』より。対聯 

「りんかじゅうねんのゆめ こへんいっしょうあらたなり」
秋艸道人 
この作品は日展に出品しようと予定して書いたも
のらしい。 

八一筆「自画自讃」昭和 5 年（1930）色紙 

21.1×18.2 ㎝ 早稲田大学図書館蔵 

「いかるがの さとのおとめは よもすが
ら きぬはたおれり あきちかみかも 秋
艸道人」 百万塔の画が描かれている。 
連綿し変体仮名もつかっている、若書きの書。 

八一筆 

すゐえんの あまつをとめか ころもての 
ひまにもすめる あきのそらかな 八一 
薬師寺東塔を詠んだ歌。 

執筆中の八一（昭和 22 年） 

S
・
・
・
草
仮
名
は
・
・
・
公
卿
と
か
官
女
と
か
い

ふ
+
お
よ
そ
今
日
の
日
本
人
と
は
+
生
活
も
+
感
覚

も
+
気
分
も
+
か
け
離
れ
た
人
た
ち
の
手
で
出
来
た

も
の
・
・
・
WS
今
日
は
今
日
の
仮
名
を
見
出
し
て
+

こ
れ
を
実
用
に
も
し
+
そ
の
中
か
ら
芸
術
を
も
見
出

し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
NW 

S
芸
術
と
し
て
書
く
か
ら
に
は
+
字
さ
へ
上
手
に
書

け
ば
文
句
は
何
で
も
い
い
と
い
ふ
わ
け
に
は
行
か
な

い
N
そ
の
中
に
盛
L
て
あ
る
思
想
も
感
情
も
+
ま
づ

自
分
の
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
N
自
作
で
な
い

に
し
て
も
+
自
分
で
ほ
ん
と
に
感
動
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
NW 

S
筆
法
と
い
へ
ば
+
何
か
い
か
め
し
い
法
則
の
や
う

な
も
の
が
あ
る
や
う
に
+
普
通
に
は
思
は
れ
や
す
い

が
+
書
道
ば
か
り
で
な
く
+
何
事
に
も
+
最
初
か
ら

法
則
な
ど
い
ふ
も
の
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
NW 

S
今
日
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
筆
法
と
い
ふ
も
の
は
+
も

と
よ
り
便
宜
上
の
も
の
で
+
決
し
て
根
本
的
の
も
の

で
な
い
N
書
道
に
も
し
も
L
と
大
切
な
も
の
が
あ
れ

ば
+
骨
法
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
+
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
私
は
思
ふ
が
+・
・
・
W 

#
会
津
八
一
S
現
代
の
書
道
W
昭
和
25
年
よ
り
* 

１
９
４
８
年
&
昭
和
23
)
67
歳
8
５
月
8
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
`
日
展
に
書
が
参
加 

早
稲
田
大
学
図
書
館
内
に
会
津
博
士
紀
念
東
洋
美
術
陳
列
室
開
く
` 

１
９
４
９
年
&
昭
和
24
)
68
歳
8
３
月
8
新
宿
中
村
屋
に
て
書
画
個
展
開
催
8
昭
和
26
年
以
降
毎
年
開
催
` 

５
月
8
中
山
蘭
子
を
養
女
に
す
る
` 

西
川
寧
ら
に
よ
り
日
展
審
査
員
候
補
に
あ
げ
ら
れ
8
一
旦
8
八
一
は
同
意
し
た
が
8
尾
上

お

の

え

柴さ
い

舟
し
<
う

の 

猛
反
対
に
あ
い
実
現
し
な
か
�
た
`
西
川
ら
は
せ
め
て
招
待
出
品
で
も
と
考
え
た
ら
し
い
が
8
八 

一
は
日
展
へ
の
関
与
を
一
切
拒
絶
し
た
`
11
月
8
新
宿
中
村
屋
に
て
近
作
書
画
展
を
開
催
` 

12
月
8｢

夕
方
ニ
ヒ
ガ
タ｣

廃
刊
`
山
陽
新
聞
社
主
催
8
八
一
の
個
展
の
た
め
の
作
品
焼
却
事
件
` 
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八一筆「毘樓博叉」 

執筆中の八一（昭和 25 年 11 月） 

執筆中の八一（昭和 25 年

頃？）土門拳撮影 

S
・
・
・
目
を
惹
く
も
の
が
あ
L
た
N
そ
れ
は
・
・
・
審
査
に
当
た
る
大
家
た
ち
の
新

し
い
試
み
ら
し
く
+
・
・
・
文
字
の
形
を
こ
と
さ
ら
に
歪
め
た
り
+
・
・
・
字
配
り
を
こ

と
さ
ら
に
不
均
整
に
し
た
り
+・
・
・
一
本
一
本
の
線
の
引
き
方
に
珍
し
い
手
ぶ
り
を
見

せ
た
り
+・
・
・
一
連
の
文
字
の
中
で
+
目
に
つ
く
ほ
ど
墨
色
の
濃
淡
を
分
け
た
り
+・
・
・

作
者
た
ち
は
・
・
・
筆
法
+
書
法
の
・
・
・
ヴ
<
テ
ラ
ン
で
+・
・
・
こ
の
種
類
の
作
品

は
・
・
・
遣
り
L
ぱ
な
し
げ
に
見
え
て
+
実
は
そ
の
底
に
+
ほ
ん
と
に
細
か
い
技
術
が

働
い
て
ゐ
る
N
だ
か
ら
随
分
自
由
げ
に
見
え
て
も
+
若
さ
も
明
る
さ
も
な
く
+
朗
か
さ

も
な
い
N・
・
・
そ
れ
は
玄
人
の
遊
び
と
か
+
通
人
の
洒
落
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
+・
・
・

わ
れ
わ
れ
が
今
の
国
民
の
た
め
に
必
要
な
芸
術
と
し
て
の
書
道
を
+
こ
の
中
か
ら
見
出

す
こ
と
は
+
む
づ
か
し
い
で
あ
ら
う
N
こ
と
に
+
こ
の
人
々
の
作
に
は
+
字
形
の
こ
と

さ
ら
に
不
明
瞭
に
書
か
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
が
多
い
N
こ
れ
も
重
大
な
こ
と
だ
N

書
道
は
文
字
を
書
く
N
そ
の
文
字
は
明
瞭
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
N・
・
・
意
味
の
解
ら

な
い
と
こ
ろ
や
+
線
を
書
き
込
ん
で
+
そ
の
中
か
ら
何
か
の
感
じ
さ
へ
出
て
を
れ
ば
+

そ
れ
で
い
い
と
い
ふ
の
は
+
画
だ
け
の
こ
と
で
+
書
道
は
明
瞭
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
N・
・
・
明
瞭
で
な
い
と
書
道
で
な
い
と
い
ひ
た
い
N
現
代
の
社
会
が
+
ど
ん
な
文
字

を
求
め
て
ゐ
る
か
は
+
書
道
の
展
覧
会
な
ど
よ
り
も
+
都
会
の
大
通
の
看
板
を
見
て
歩

い
て
も
わ
か
る
N・
・
・
書
物
や
雑
誌
の
表
紙
を
見
て
も
よ
く
わ
か
る
N
そ
こ
に
現
代
の

求
め
る
明
瞭
が
あ
る
N
こ
の
明
瞭
を
犠
牲
に
せ
ず
に
+
書
道
の
芸
術
を
樹
立
し
て
も
ら

ひ
た
い
も
の
だ
N・
・
・
今
の
書
道
界
の
人
た
ち
は
+
通
用
す
べ
き
漢
字
の
数
や
筆
画
に

つ
い
て
+
誰
よ
り
も
先
だ
L
て
+・
・
・
国
民
の
向
ふ
べ
き
と
こ
ろ
を
示
し
て
ほ
し
い
も

の
だ
N・
・
・
W 

#
会
津
八
一
S
現
代
の
書
道
W
昭
和
25
年
１
月
よ
り
* 

 

S
書
家
た
ち
が
+
ほ
ん
と
に
物
を
書
い
て
+
こ

の
世
の
中
に
貢
献
し
た
い
な
ら
ば
+
全
く
あ
た

ま
を
切
り
替
へ
て
+
ペ
ン
キ
屋
の
持
つ
尖
の
平

た
い
ブ
ラ
r
シ
の
筆
法
や
+
万
年
筆
や
鉛
筆

の
+
細
い
針
金
の
や
う
な
線
の
た
め
に
+
能
率

の
高
い
筆
法
を
工
夫
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
N
・
・
・
そ
の
硬
い
筆
の
吐
き
出
す
と
こ

ろ
の
細
く
て
硬
い
線
の
中
か
ら
+
ど
う
し
た
ら

芸
術
を
見
出
し
得
べ
き
か
に
+
心
を
尽
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
N
こ
れ
こ
そ
在
来
の
毛
筆
に

よ
る
筆
法
の
研
究
よ
り
も
+
も
L
と
意
味
の
深

い
研
究
で
あ
ら
う
N
日
展
に
は
別
に
篆
刻
も
あ

る
が
+
こ
れ
は
印
刀
で
石
や
銅
に
篆
文
を
刻

む
N
こ
れ
は
も
と
よ
り
一
つ
の
立
派
な
書
道
で

あ
る
N
こ
の
や
う
に
+
ペ
ン
や
鉛
筆
で
硬
い
西

洋
紙
の
上
に
物
を
書
い
た
も
の
が
+
日
展
の
書

道
部
の
一
つ
の
種
目
と
な
る
日
が
遠
く
な
い

や
う
に
し
た
い
も
の
だ
NW#
会
津
八
一
S
現
代

の
書
道
W
昭
和
25
年
１
月
よ
り
* 

 

毘
樓

び

る

博ば
く

叉し
E 

ま
ゆ
ね
よ
せ
た
る 

ま
な
ざ
し
を 

 

ま
な
こ
に
み
つ
つ 

あ
き
の
の
を
ゆ
く 

戒
壇
院
を
い
で
て 

八
一 

 

「奈良東大寺戒壇院

戒壇堂広目天」部分 

八一自画讃「よもすがらはとのねごとや

ふゆごもり 秋艸道人」 

八一筆「心」色紙 個人蔵 

心 八一於新潟秋艸堂 
八一筆「無」色紙 個人蔵 

『會津八一全歌集』 
単語単位平仮名分
かち表記（切字法） 

き
く 

う
う 

と 

お
り
た
つ 

に

は 

の 

こ
の
ま 

ゆ 

も 

た
ま

た
ま 

と
ほ
き 

う
ぐ
ひ
す 

の 

こ
ゑ 

 

                                  

１
９
５
０
年
&
昭
和
25
)
69
歳
8
１
月
8
新
潟
日
報
社
賓
と
な
る
` 

M
中
央
公
論
O&
２
月
号
)
に
評
論
¯
現
代
の
書
道
²
を
発
表
し
8 

日
展
書
道
を
批
評
し
た
` 

３
月
8
仙
台
で
¯
書
道
の
諸
問
題
²
を
講
演
` 

６
月
8
朝
鮮
戦
争
勃
発 

１
９
５
１
年
&
昭
和
26
)
70
歳
8
３
月
8
新
潟
市
名
誉
市
民
に
推
薦
さ
れ
る
` 

Ô
会
津
八
一
全
歌
集
Ø
刊
行
`
は
じ
め
て
の
入
歯
` 

５
月
8
読
売
文
学
賞
受
賞
` 
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奥田勝作「恩師會津

八一先生の像」（眼

鏡は紛失） 

八一筆「安藤更生宛はがき」昭和 31 年 6 月 10 日 

安藤の見舞状への返事。 新潟市会津八一記念館蔵 

S
奥
田
勝
君
に
し
め
す
N
い
く
ら

謝
絶
し
て
も
何
で
も
よ
い
か
ら
是

非
何
か
か
け
か
な
ら
ず
書
け
と
い

ふ
か
ら
君
に
対
し
て
最
も
大
切
と

お
も
は
る
ゝ
こ
と
を
書
く
こ
と
次

の
ご
と
し
N
第
一
に
も
第
二
に
も

君
は
も
L
と
も
L
と
真
剣
に
藝
術

に
熱
心
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
N 

君
の
近
状
を
み
る
に
昔
な
が
ら

の
文
明
子
青
年
め
い
た
藝
術
論
と

骨
董
屋
の
小
僧
の
如
き
値
段
つ
け

の
興
味
の
ほ
か
何
物
も
な
き
が
ご

と
し
・
・
・
美
術
家
は
+
己
が
作

品
が
何
よ
り
も
雄
弁
に
美
術
の
精

神
を
發
揮
顕
彰
す
る
が
故
に
+
議

論
に
訥
な
り
と
も
少
し
も
恥
づ
べ

き
に
あ
ら
ず
N
む
し
ろ
立
派
な
る

態
度
と
い
ふ
べ
し
N
美
術
家
は
す

べ
か
ら
く
空
論
に
日
を
送
る
こ
と

を
や
め
て
+
も
L
と
謙
虚
に
+
も

L
と
熱
心
に
+
自
然
を
又
人
生
を

諦
観
し
+
努
力
し
て
や
ま
ざ
ら
む

こ
と
を
要
す
N
然
ら
ず
ん
ば
+
何

を
以
て
美
術
家
な
ど
と
称
す
る
こ

と
を
得
ん
N
空
論
家
と
か
空
談
家

と
で
も
い
ふ
べ
き
な
り
N
即
ち
天

下
に
無
價
値
な
る
存
在
と
な
る
べ

し
N・
・
・
予
は
藝
術
に
於
て
何
人

の
説
明
も
教
授
も
受
け
ず
+
受
け

て
も
遵
奉
せ
ず
+
み
だ
り
に
人
を

訪
問
せ
ず
+
み
だ
り
に
會
合
に
出

席
せ
ず
+
貧
乏
の
う
ち
に
志
を
は

げ
ま
し
+
曲
り
な
り
に
も
今
日
此

の
老
人
に
至
り
て
+
や
う
や
く
い

く
ら
か
の
自
覺
を
得
た
り
N
君
も

し
予
以
上
の
人
な
ら
ば
+
予
が
門

に
來
り
て
再
び
道
を
問
ふ
こ
と
な

か
れ
N
も
し
又
眞
に
予
に
よ
り
て

益
を
請
け
む
と
思
は
ゞ
+
こ
の
帖

に
書
き
し
と
こ
ろ
を
熟
読
玩
味

し
+
日
々
反
省
し
て
+
大
に
新
面

目
を
示
さ
る
べ
き
な
り
N・
・
・
W 

八一筆「相馬御風宛はがき」昭和 6 年 2 月 24 日 

八一筆「與奥田勝書」昭和 17 年（1942）5 月 11 日書簡部分 15m84 ㎝×？            小さな栗の木美術館蔵（信州小
お

布施町
ぶ せ ま ち

） 

#
秋
日
* 

返
照
入
閭
巷 

憂
來
誰
共
語 

古
道
少
人
行 

秋
風
動
禾
黍 

耿
湋 

#
秋

し
.
う

日じ
つ

* 

返
照

へ
ん
し
<
う

は
閭り

<

巷こ
う

に

入
り
+
憂
ひ
来
つ
て

誰
か
共
に
語
ら
ん
+

古
道
は
人
の
行
く

少
な
し
+
秋
風
は
禾か

黍し
<

を
動
か
す 

耿
湋

こ

う

い 

い
り
ひ
さ
す 

 

き
び
の
う
ら
は
を 

ひ
る
が
へ
し 

 

か
ぜ
こ
そ
わ
た
れ

ゆ
く
ひ
と
も
な
し 

秋
艸
道
人
朔 

於
観
音
堂 

西
廂
下 

時
昭
和
乙
酉
八 

月
一
日 

富
岡
鉄
斎
の
画

を
刷
�
た
詩
箋
に

書
か
れ
て
い
る
` 

漢
字
と
仮
名
が

調
和
し
た
8
会
津
八

一
の
傑
作
` 

八一筆「漢詩の短歌翻訳」1945 年（昭和 20）8 月 1 日 『唐詩選』から「返照入閭巷」「いりひさす」 會津八一記念館蔵 

  

 

新
潟
県
糸
魚
川
町 

相
馬
昌
治
様 

下
落
合
一
二
九
六 

会
津
八
一 

 

こ
の
数
日
中
に
法
起
寺 

塔
婆
婆
露
盤
銘
考
と 

い
ふ
も
の
を
送
る
N
御
興 

味
も
な
か
る
べ
き
も
必
ず 

御
一
読
の
上
御
感
承
り 

た
く
候
N 

二
月
十
四
日 

 

¯
こ
の
頃
8
会
津
八
一
の
書

簡
体
が
完
成
の
域
に
達
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る

²̀&
長
坂
吉
和
氏
) 
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八一遺愛の文房具 新潟市会津八一記念館蔵 

 

八一自画賛「傲
ごう

岸
がん

不遜
ふ そ ん

」丙戍
へいじゅ

（1946 年） 

作品を選ぶ八一 
1950 年（昭和 25）11 月 

早稲田大学会津八一記念博物館 

八一筆「絶筆」2点のうちの 1点 昭和 31 年（1956）禅語 

「相見呵々咲」しょうけんしてかかとわらう 

新潟市会津八一記念館 

八一筆「条幅」 
135.0×32.5 ㎝ 
早稲田大学會津博士紀
念東洋美術陳列室蔵 

八一筆「新薬師寺
し ん や く し じ

歌碑
か ひ

草稿
そうこう

」 

ちかづきて あふぎみれども 
みほとけの みそなはすとも 
あらぬさみしさ 秋艸道人 

 

S
か
れ
は
+
み
ず
か

ら
+
東
洋
画
の
伝
統

を
ふ
ま
え
て
+
書
+

詩
+
画
一
致
の
境
地

を
+
新
し
く
創
り
だ

そ
う
と
意
識
し
て

い
た
N
書
と
詩
と
画

と
を
分
離
し
て
し

ま
L
て
い
る
書
壇

の
+
文
学
を
喪
失
し

た
書
家
へ
の
+
は
げ

し
い
批
判
の
上
に

た
L
て
の
営
み
で

あ
L
た
・
・
・
W 

#
宮
川
寅
雄
Ô
会
津

八
一
Ø
よ
り
* 

ほ
ほ
ゑ
み
て 

う
つ
つ
ご
こ
ろ
に 

あ
り
た
た
す 

く
だ
ら
ぼ
と
け
に 

し
く
も
の
ぞ
な
き 

八
一 

八一筆「条幅」自画題歌 
135.0×32.4 
早稲田大学會津博士紀
念東洋美術陳列室蔵 
 

あきかぜの ひにけ

にふけば ひさかた

の みそらに（かよ

ふ）なびく ひとも

とのたけ 秋艸道人 

 

                     

１
９
５
３
年
&
昭
和
28
)
72
歳
8
２
月
8
宮
中
歌
会
始
の
儀
に
召
人

め
し
う
ど

と
し
て
臨
席
` 

10
月
8Ô
自
註
鹿
鳴
集
Ø
刊
行
` 

１
９
５
４
年
&
昭
和
29
)
73
歳
8
８
月
8
杉
本
健
吉
と
の
共
著
Ô
春
日
野
Ø
刊
行
` 

１
９
５
５
年
&
昭
和
30
)
74
歳
8
山
陽
新
聞
社
社
長
の
谷
口
氏
8
新
潟
日
報
社
首
脳
と
懇
談
8 

社
賓
の
八
一
も
同
席
し
た
が
8
一
言
も
口
を
き
か
な
か
�
た
と
い
う
` 

¯
純
粋
で
孤
独
な
八
一
の
一
面
を
垣
間
見
せ
た
事
件
で
あ
る
²&
長
坂
吉
和
氏
) 

晩
秋
8
讃
岐
の
五
剣
山
八

ご

け

ん

ざ

ん

や

栗
寺

く

り

じ

の
鐘
銘
揮
毫
` 

１
９
５
６
年
&
昭
和
31
)
75
歳
8
４
月
8
高
村
光
太
郎
没 

八
栗
寺
鐘
銘
揮
毫
に
体
力
を
消
耗
し
た
八
一
は
急
激
に
体
調
を
崩
し
た
` 

11
月
21
日
8
冠
状
動
脈
硬
化
症
で
永
眠
` 
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昭和 22 年 4 月、砂に字を書く八一 

（新潟市寄居浜にて） 

五剣山八
ご け ん ざ ん や

栗寺
く り じ

鐘
しょう

銘
めい

拓本
たくほん

 

S
・
・
・
こ
の
お
寺
の
釣
鐘
に
彫
り
つ
け

る
文
章
の
文
字
を
+
現
代
の
我
々
が
日
常

用
ひ
て
ゐ
る
仮
名
の
交
つ
た
文
章
に
す
る

事
に
な
つ
た
N
・
・
・
こ
の
銘
文
の
筆
者

と
し
て
第
一
に
私
が
氣
を
つ
け
た
こ
と

は
+・
・
・
美
辭
麗
句
式
に
な
ら
ぬ
や
う
に

す
る
こ
と
N・
・
・
出
來
る
だ
け
行
を
跨
が

ず
に
続
い
て
一
目
で
読
め
る
や
う
に
し

た
・
・
・
実
際
何
を
云
つ
て
居
る
の
か
+

読
む
人
に
わ
か
ら
ぬ
や
う
な
ら
+
何
よ
り

も
大
失
敗
だ
と
思
つ
た
の
で
+
私
は
そ
ん

な
こ
と
に
一
番
気
を
つ
け
た
N
そ
し
て
+

ま
る
で
学
問
な
ど
の
な
い
+
小
学
生
が
読

ん
で
も
+
大
体
の
意
味
が
わ
か
る
や
う
に

し
た
い
と
思
つ
た
・
・
・
W 

#
会
津
八
一
随
筆
S
八
栗
寺
の
鐘
W
よ
り
* 

S
・
・
・
字
と
い
ふ
も
の
は
遠
方
に
を
る
人

に
自
分
の
思
ふ
こ
と
を
知
ら
せ
る
+
あ
る
ひ

は
後
世
の
人
に
い
ま
書
い
た
も
の
を
知
ら

せ
る
+
さ
う
い
ふ
こ
と
が
根
本
的
に
必
要
な

ん
だ
N
そ
れ
で
な
か
つ
た
な
ら
ば
何
も
字
と

い
ふ
も
の
は
要
ら
な
い
ん
で
す
N
字
と
い
ふ

も
の
は
実
用
の
も
の
だ
+
実
用
の
も
の
だ
け

れ
ど
書
き
や
う
に
よ
つ
て
は
+
美
的
に
も
で

き
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
が
書
と
い
ふ
も
の
の

持
つ
特
殊
の
性
質
な
ん
で
す
N・
・
・
W 
 
 
 
 
 
 
 

#
会
津
八
一
S
東
洋
文
藝
雜
考
W
よ
り
* 

S
予
は
書
画
に
於
て
師
承
す
る
こ
と
な
し
N

た
だ
群
書
を
読
み
て
+
ほ
ぼ
変
遷
の
大
勢
を

知
り
+
伝
世
の
名
蹟
に
し
て
+
寓
目
せ
る
も

の
ま
た
多
き
に
よ
り
て
+
そ
の
間
+
お
の
づ

か
ら
会
得
す
る
と
こ
ろ
あ
る
が
如
き
の
み
W 
 
 
 
 
 
 
 
 

#
会
津
八
一
Ô
遊
神
帖
Ø
自
序
よ
り
* 

S
字
と
い
う
も
の
は
+
自
分
の
考
え
を
人
に

知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
+
同
時
に
ま

た
+
人
の
考
え
を
自
分
が
知
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
N
だ
か
ら
上
手
下
手
と
い
う
こ
と
よ

り
も
も
L
と
大
切
な
こ
と
は
+
お
互
い
の
意

志
を
伝
え
る
た
め
に
最
も
適
し
た
形
式
を

も
L
た
も
の
こ
そ
+
人
生
に
お
い
て
一
番
大

切
な
文
字
で
あ
ろ
う
N
私
は
+
と
て
も
字
は

上
手
に
は
な
れ
な
い
け
れ
ど
も
+・
・
・
人

に
わ
か
る
よ
う
な
字
を
書
か
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
N・
・
・
W 
 

#
昭
和
22
年
+
会
津

八
一
S
書
道
に
つ
い
て
W
講
演
よ
り
* 

                       

S
・
・
・
国
民
生
活
の
日
用
品
と
し
て
は
+
漢
字
に
仮
名
を
交
ぜ
た
も
の
を
使
つ
て
居
り
ま
す
N
そ
れ
で
あ
る
の
に
+
い
ざ
展
覧
会

と
な
る
と
+
主
と
し
て
漢
字
を
書
く
書
家
と
+
主
と
し
て
仮
名
を
重
し
と
す
る
書
家
と
が
+
た
が
ひ
に
違
ふ
気
持
で
+
そ
し
て
違
ふ

理
想
で
字
を
書
い
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
N
そ
れ
は
仮
名
を
書
く
人
は
+
今
か
ら
六
七
百
年
前
の
・
・
・
有
名
な
書
き
手
の
流
儀
を

墨
守
し
て
ゐ
る
N
草
仮
名
と
か
+
大
和
仮
名
と
か
い
ふ
も
の
を
+
極
め
て
心
や
す
く
何
の
心
配
も
な
く
+
う
か
う
か
と
書
い
て
を
ら

れ
る
N
こ
れ
に
対
し
て
+
漢
字
を
書
く
方
は
+
絶
対
に
仮
名
を
入
れ
ず
に
+
漢
字
ば
か
り
を
+
こ
れ
も
ま
た
支
那
風
に
安
心
し
て
書

い
て
を
ら
れ
る
N
・
・
・
私
は
歌
を
よ
む
と
き
に
+
仮
名
だ
け
で
綴
る
の
で
+
そ
の
た
め
に
や
や
有
名
で
あ
る
が
+
し
か
し
そ
の
歌

集
の
序
文
や
跋
文
は
+
仮
名
と
漢
字
を
交
へ
て
書
い
て
ゐ
る
N・
・
・
七
百
年
も
八
百
年
も
前
の
或
る
個
人
の
書
き
方
+
或
る
流
派
の

書
き
方
+
そ
れ
も
公
卿
と
か
歌
よ
み
と
か
い
ふ
人
達
の
+
す
な
は
ち
特
殊
な
階
級
+
団
体
の
書
き
方
+
さ
う
い
ふ
も
の
を
+
現
代
の
+

生
活
を
し
て
ゐ
る
も
の
に
+
強
ひ
る
こ
と
の
馬
鹿
ら
し
さ
+
と
同
時
に
+
そ
れ
に
対
し
て
支
那
人
に
非
ざ
る
と
こ
ろ
の
日
本
人
に
+

で
き
る
だ
け
支
那
人
の
気
分
や
理
想
通
り
に
書
け
と
い
ふ
統
制
を
加
へ
る
こ
と
の
馬
鹿
ら
し
さ
N・
・
・
私
は
実
用
と
い
ふ
も
の
が
一

番
高
尚
で
あ
る
と
思
ふ
N
実
用
ば
か
り
で
は
い
か
ん
場
合
に
+
少
し
実
用
に
な
ん
と
か
工
夫
を
加
へ
て
こ
れ
を
美
的
に
導
く
N
そ
れ

く
ら
ゐ
の
と
こ
ろ
で
総
て
の
も
の
は
や
め
て
ゐ
た
い
と
思
ふ
N
・
・
・
去
年
秋
の
日
展
に
行
き
ま
す
と
+
何
と
も
名
状
す
べ
か
ら
ざ

る
字
が
あ
る
N
成
る
べ
く
人
が
判
ら
な
い
や
う
に
し
て
ゐ
る
N
履
き
古
し
た
草
鞋
に
墨
を
つ
け
て
+
屏
風
を
撫
で
た
や
う
な
字
が
あ

る
N・
・
・
い
く
ら
人
が
見
て
も
+
何
を
い
つ
た
つ
て
判
ら
せ
る
も
の
か
と
固
く
覚
悟
し
て
ゐ
る
や
う
な
字
で
+
実
に
こ
れ
は
間
違
つ

た
こ
と
だ
と
思
ふ
N・
・
・
W#
会
津
八
一
S
書
道
の
諸
問
題
W
昭
和
25
年
３
月
18
日
の
講
演
よ
り
* 

 

S
・
・
・
人
が
見
る
と
同
時
に
+
書
い
て
あ
る
こ
と
が
頭
に
入
る
N・
・
何
人
の
思
想
で
も
感
情
で
も
が
+
発
し
た
人
か
ら
受
け
取
る

人
へ
+
何
等
の
抵
抗
な
し
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
+
こ
の
明
朝
体
活
字
で
あ
ろ
う
+・
・
・
知
識
を
紹
介
す
る
の
が
文
字
の
一
番
大
切
な

こ
と
で
あ
る
か
ら
+
何
と
い
う
字
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
面
白
い
字
だ
と
い
う
こ
と
で
は
+
す
で
に
邪
道
で
あ
ろ
う
N・
・
・
ど

こ
ま
で
も
人
に
わ
か
る
字
を
書
こ
う
N・
・
・
二
つ
の
練
習
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
N
一
つ
は
+
出
来
る
だ
け
正
し
い
筆
画
を
書
か
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
N・
・
・
文
字
は
大
体
+
新
聞
の
字
を
信
頼
し
て
も
よ
ろ
し
い
N
嘘
字
を
書
い
て
は
い
け
な
い
N・
・
・
そ
れ
か
ら
・
・
・

手
が
達
者
で
な
け
れ
ば
い
か
ん
・
・
・
筆
は
真
直
ぐ
に
も
L
て
+
同
じ
太
さ
の
字
を
書
く
練
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
N・
・
・
も
う

一
つ
は
+
・
・
・
平
均
に
線
を
組
み
合
わ
せ
て
+
そ
し
て
線
そ
の
も
の
は
平
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
N
・
・
・
私
は
+
字
と
い
う
も

の
は
+
ど
こ
ま
で
も
平
明
に
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
L
て
い
る
N・
・
・
字
を
書
き
た
い
と
い
う
人
に
向
か
い
ま
し
て
は
+・
・
・

手
本
な
ど
は
い
ら
な
い
か
ら
+
た
だ
線
を
お
書
き
な
さ
い
と
い
う
N・
・
・
画
仙
紙
半
切
に
+
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
+
同
じ
太
さ
の

平
行
線
を
書
け
・
・
・
そ
れ
か
ら
横
に
書
か
せ
る
の
で
す
N・
・
・
右
か
ら
で
も
+
左
か
ら
で
も
+
楽
に
書
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
N・
・
・
垂
直
線
と
水
平
線
の
ほ
か
に
+・
・
・
曲
線
を
+
や
は
り
稽
古
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
N・
・
・
相
等
し
い
渦
巻
き
を

書
く
こ
と
+
中
か
ら
外
へ
書
い
た
な
ら
ば
+
今
度
は
反
対
に
外
か
ら
中
へ
書
く
+
・
・
・
こ
う
い
う
も
の
を
楽
に
書
き
得
る
も
の
が
+

字
を
書
く
と
き
+・
・
・
役
立
つ
か
ら
+・
・
・
電
車
の
中
で
+・
・
・
私
は
+
ス
テ
r
キ
が
垂
直
に
地
球
に
向
か
L
て
垂
れ
て
い
る
よ

う
に
手
を
動
か
す
稽
古
を
し
て
い
た
・
・
・
私
は
い
つ
も
+
電
車
の
中
で
も
+
ま
た
人
と
話
を
し
て
い
る
時
で
も
+
こ
う
や
L
て
渦

巻
き
を
書
き
な
が
ら
手
習
い
を
し
た
も
の
で
す
N・
・
・
W#
昭
和
22
年
春
+
会
津
八
一
S
書
道
に
つ
い
て
W
講
演
か
ら
抜
粋
* 
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S
会
津
八
一
氏
か
ら
絶
交
状
を
も
ら
L
て
し
ま
い
+
お
詫
び
を
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
果
た
せ

な
い
う
ち
に
+
会
津
氏
は
亡
く
な
ら
れ
た
N
今
も
私
の
心
残
り
で
+
こ
の
後
も
+
ず
L
と
心
残

り
が
続
く
こ
と
と
思
う
N
・
・
・
会
津
氏
の
書
は
+
・
・
・
ま
だ
戦
時
中
+
知
人
の
あ
る
夫
人

の
家
で
見
た
の
が
最
初
で
+
そ
の
時
以
来
こ
の
お
方
の
書
は
+
私
に
は
た
い
そ
う
気
に
な
る
書

で
あ
L
た
N
・
・
・
そ
の
書
は
+
私
の
心
を
打
ち
+
目
に
や
き
付
い
た
N
歌
は
前
に
活
字
で
読

ん
だ
こ
と
が
あ
L
た
が
+
そ
の
書
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
て
い
の
書
で
あ
L
た
N
古
法
帖

や
古
筆
の
た
ぐ
い
と
も
+
近
代
現
代
の
ど
う
い
う
書
と
も
違
L
て
い
た
N
・
・
・
W 

#
篠
田
桃
紅
Ô
桃
紅
#
私
と
い
う
ひ
と
り
*
Ø
S
ゆ
か
り
の
お
ひ
と―

会
津
八
一
氏
W
よ
り
* 

S
天
地

あ
め
つ
ち

に
わ
れ
一
人
い
て
立
つ
ご
と
き 

こ
の
寂
し
さ
を
君
は
微
笑
む
W
歌
人
の
會
津
八
一
が
+

法
隆
寺
夢
殿
の
救
世
観
音
を
詠
ん
だ
歌
を
桃
紅
さ
ん
は
引
用
し
な
が
ら
+
観
音
様
を
君
と
詠
む

作
者
に
限
り
な
く
共
感
さ
れ
て
い
る
の
だ
L
た
N
一
人
で
立
L
て
い
る
と
い
う
會
津
八
一
の
孤

独
と
同
じ
も
の
を
+
た
お
や
め
の
桃
紅
さ
ん
も
持
ち
続
け
て
い
た
N
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
+
い
つ

ま
で
も
美
術
家
と
し
て
現
役
な
の
だ
と
思
う
N
#
作
家
・
太
田
治
子
が
読
む
Ô
一
〇
三
歳
に
な

L
て
わ
か
L
た
こ
と 

人
生
は
一
人
で
も
面
白
い
Ø#
篠
田
桃
紅

し

の

だ

と

う

こ

う

著
*
よ
り
抜
粋
* 

        

S
・
・
・
世
間
で
手
習
と
い
ふ
け
れ
ど
も
+
手
習
を
す
る
と
い
ふ

と
+
ま
づ
先
生
を
選
ん
で
+
そ
し
て
手
本
を
選
ん
で
も
ら
L
て
+

そ
れ
を
手
本
通
り
に
書
く
こ
と
と
思
L
て
ゐ
る
や
う
で
す
が
+
実

に
馬
鹿
な
話
で
あ
る
N
手
習
い
と
い
ふ
こ
と
は
+
読
ん
で
字
の
如

く
+
手
を
習
ふ
こ
と
で
あ
る
N
字
を
書
く
こ
の
手
を
習
は
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
N
手
を
習
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
+
手
の
筋
肉

を
+
何
千
字
書
い
て
も
こ
れ
に
耐
へ
る
や
う
に
訓
練
す
る
こ
と
N

出
来
る
な
ら
ば
力
強
く
+
然
し
な
が
ら
+
平
ら
か
に
動
か
す
と
こ

ろ
の
力
を
手
に
養
は
せ
る
こ
と
が
+
手
習
い
で
あ
る
N
世
間
で
い

ふ
が
如
き
も
の
は
+
眼
習
い
で
あ
る
N
習
字
の
手
本
を
見
て
+
そ

れ
と
同
じ
も
の
を
書
く
と
い
ふ
こ
と
は
+
類
似
品
を
作
る
こ
と
で

あ
L
て
+
悪
く
い
ふ
な
ら
ば
+
贋
物
を
作
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
L

て
+
手
本
を
書
い
た
人
の
人
格
と
か
+
時
代
と
か
+
そ
の
人
の
趣

味
と
か
い
ふ
も
の
を
何
も
お
構
い
な
し
に
+
た
だ
手
本
の
字
を
そ

L
く
り
そ
の
ま
ま
書
か
う
と
一
生
懸
命
に
な
L
て
ゐ
る
+
だ
か
ら
+

眼
の
方
の
練
習
に
な
る
か
知
れ
ぬ
が
+
字
と
い
ふ
も
の
は
+
そ
ん

な
こ
と
で
は
学
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
N・
・
・
手
本
な
ど
は
い
ら
な

い
か
ら
+
た
だ
線
を
お
書
き
な
さ
い
・
・
・
W 

#
昭
和
22
年
春
+
会
津
八
一
新
潟
史
談
会
講
演
S
書
道
に
つ
い
て
W

よ
り
* 

      

八一筆「壺
こ

中居
ちゅうきょ

」木額 昭和４年（1929) 62×187.5 ㎝ 

（株）壺中居蔵 彫師は稲葉翠哲 壺中居は日本橋 3 丁目に

ある東洋古美術店 

) 

八一筆 

S
・
・
・
書
道
を
末
長
く
や
る
に
は
気
長
に
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
N
決
し
て
一
片
の
風
流
心
と
か
安
直
な
Ô
趣

味
Ø
な
ど
に
囚
は
れ
て
は
い
け
な
い
N
ま
た
私
の
門
下

だ
と
い
L
て
も
+
私
に
似
た
ら
そ
れ
で
い
い
と
い
ふ
や

う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
N
私
は
誰
に
似
た
の
で
も
な

く
+
数
十
年
か
か
L
て
文
字
と
書
道
を
歴
史
的
に
研
究

し
て
+
そ
の
中
か
ら
独
特
の
も
の
を
見
出
し
て
一
家
の

風
を
開
い
た
N
私
の
真
似
を
す
る
な
ら
+
そ
の
態
度
を

真
似
す
る
の
が
一
番
大
切
で
す
N・
・
・
気
長
に
根
本
的

に
工
夫
を
凝
し
て
一
生
の
仕
事
と
し
て
か
か
ら
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
N
一
寸
見
て
+
す
ぐ
感
じ
が
い
い
と
か
+

趣
味
に
共
鳴
し
た
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
+
門
外
漢
と
か

初
学
者
の
よ
く
い
ふ
こ
と
で
す
が
+
も
L
と
深
く
目
を

さ
ま
し
て
い
く
ら
か
骨
の
折
れ
る
態
度
の
修
行
を
積
ん

で
+
も
L
と
深
い
と
こ
ろ
に
趣
味
の
満
足
を
得
ら
れ
る

や
う
に
あ
り
た
い
も
の
で
す
N
・
・
・
W
#
昭
和
24
年
４

月
１
日
付
+
八
一
か
ら
福
田
雅
之
助
宛
葉
書
よ
り
* 

 

S
縁
日
芸
人
が
+
見
学
の
鼻
先
で
剣
舞
す
る
が
如
し
W

#
会
津
八
一
Ô
魯
山
人
の
作
品
評
Ø* 

あ
き
し
の
の 

み
て
ら
を
い
で
て 

か
へ
り
み
る 

い
こ
ま
が
た
け
に 

ひ
は
お
ち
む
と
す 

 
 
 
 
 
 
 

荒
廃
し
た
秋
篠
寺
を
詠
ん
だ
歌 

山田正 平
しょうへい

刻「会津八一印」「渾齋
こんさい

」の一対 

S
詩
と
書
と
の
+
ま
L
た

き
連
関
と
一
致
を
+
め
ざ

す
こ
と
に
つ
い
て
+
こ
れ

ほ
ど
意
識
的
で
あ
L
た

と
い
う
こ
と
は
+
そ
の
ま

ま
+
か
れ
の
書
風
の
き
び

し
い
独
創
へ
の
追
求
に

つ
な
が
L
て
い
た
W 

!
宮
川
寅
雄
&
會
津
八
一
の

文
学
.
よ
り
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